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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
魔
導
校
の
革
命
　
～
交
差
す
る
想
い
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
７
６
１
Ｚ

【
作
者
名
】

　
ｔ
ｓ
ｕ
ｋ
ａ
ｓ
ａ

【
あ
ら
す
じ
】

　
現
代
社
会
に
欠
か
せ
な
く
な
っ
た
魔
法
。
世
界
の
人
口
の
約
７
割
は
魔
法
の

力
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
る
。
今
や
高
校
に
ま
で
魔
法
指
導
制
度
が
取
り
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
現
在
・
・
・
・
・
・
２
０
６
５
年
、
全
国
に
６
つ

配
置
さ
れ
た
魔
法
指
導
学
校
に
入
学
し
た
二
人
の
兄
妹
が
送
る
学
園
生
活
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ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
ｅ
ｒ
（
前
書
き
）

初
め
ま
し
て
。
ｔ
ｓ
ｕ
ｋ
ａ
ｓ
ａ
と
申
し
ま
す
　
初
め
て
書
く
小
説
、
一
部
ほ

か
の
作
品
と
被
っ
た
り
し
て
し
ま
う
事
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
（
む
し
ろ
大
き

く
被
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
）

皆
さ
ん
に
楽
し
く
読
ん
で
頂
け
れ
ば
こ
ち
ら
も
う
れ
し
い
で
す
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ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
ｅ
ｒ

神
無
月
瀬
南
・
・
・
・
春
に
国
家
機
関
付
属
魔
法
指
導
学
校
関
東
支
部
に
入
学

し
た
一
年
生
。
筆
記
テ
ス
ト
、
実
技
テ
ス
ト
共
に
ト
ッ
プ
だ
っ
た
が
生
ま
れ
な

が
ら
の
障
害
の
影
響
で
、
順
位
が
大
幅
に
繰
り
下
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
使
用
魔

ッ
ク

メ
イ
ン
マ
ジ

術
は
波
動
魔
法
。
し
か
し
希
少
人
数
を
誇
る
魔
法
喪
失
師

ロ
ス
ト
マ
ジ
シ
ャ
ン

階
級
は
最
低
の
Ｅ
ラ
ン
ク
　
刹
那
の
兄

ラ
ン
ク

神
無
月
刹
那
・
・
・
・
瀬
南
と
同
じ
く
国
家
機
関
付
属
魔
法
指
導
学
校
関
東
支

部
に
入
学
し
た
一
年
生
。
兄
の
代
わ
り
に
主
席
入
学
し
た
超
エ
リ
ー
ト
。
使
用

マ
ジ
ッ
ク

メ
イ
ン

魔
術
は
風
属
性
の
空
圧
　
物
質
内
の
圧
力
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
様
々
な
能

力
を
発
揮
す
る
。
階
級
は
Ｓ
 

瀬
南
を
「
お
兄
様
」
と
呼
ん
で
い
る
。

ラ
ン
ク

神
無
月
聖
弥
・
・
・
・
元
数
字
保
持
者
、
旧
姓
九
頭
最
。
瀬
南
に
人
体
的
な
被

ナ
ン
バ
ー
ズ

害
を
与
え
た
事
に
よ
っ
て
、
数
字
を
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

南
方
凛
・
・
・
・
国
家
機
関
付
属
魔
法
指
導
学
校
関
東
支
部
に
入
学
し
た
一
年

生
。
瀬
南
と
同
じ
ク
ラ
ス
で
仲
良
く
な
っ
た
女
子
。
使
用
魔
術
は
物
理
性
の
剣
技

メ
イ
ン
マ
ジ
ッ
ク

道
生
慎
哉
・
・
・
・
国
家
機
関
付
属
魔
法
指
導
学
校
関
東
支
部
（
（
以
下
関
東

校
）
に
入
学
し
た
一
年
生
で
瀬
南
と
同
じ
ク
ラ
ス
使
用
魔
術
は
物
理
性
の
浮
遊

メ
イ
ン
マ
ジ
ッ
ク

三
河
麗
亜
・
・
・
・
関
東
校
の
生
徒
会
長
。
三
年
生
。
数
字
保
持
者
３
、
三
河

ナ
ン
バ
ー
ズ

の
一
人
娘
。
校
内
に
お
け
る
配
偶
を
目
下
し
て
い
る
。
使
用
魔
術
は
風
属
性
の

メ
イ
ン
マ
ジ
ッ
ク

疾
風
。
主
要
武
器
の
銃
を
使
い
、
弾
速
を
最
大
限
ま
で
出
す
。

川
上
卓
・
・
・
・
麗
亜
の
側
近
。
二
年
生
、
使
用
魔
術
は
、
物
理
性
の
物
質
移

メ
イ
ン
マ
ジ
ッ
ク

動
。

村
居
栄
季
・
・
・
・
校
則
違
反
者
捕
獲
委
員
会
、
通
称
ハ
ン
タ
ー
の
委
員
長
。

瀬
南
の
魔
法
ラ
ン
ク
が
Ｅ
と
い
う
事
に
も
関
わ
ら
ず
、
ハ
ン
タ
ー
に
入
れ
よ
う

と
す
る
。
使
用
魔
術
は
分
解
。

メ
イ
ン
マ
ジ
ッ
ク

～
～
以
下
現
時
点
で
の
登
場
人
物
～
～
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ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
　
ｌ
ｉ
ｂ
ｒ
ａ
ｒ
ｙ
（
前
書
き
）

小
説
名
変
更
い
た
し
ま
し
た
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ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
　
ｌ
ｉ
ｂ
ｒ
ａ
ｒ
ｙ

魔
法
師
・
・
・
・
俗
に
言
う
魔
法
を
一
般
使
用
す
る
も
の
。
世
界
全
人
口
の
約

四
分
の
三
以
上
が
魔
法
師
。

国
家
機
関
付
属
魔
法
指
導
学
校
・
・
・
・
略
し
て
魔
導
校
。
全
国
に
６
つ
設
置

さ
れ
て
い
る
。
関
東
校
、
東
北
校
、
中
部
校
、
近
畿
校
、
四
国
中
国
校
、
九
州

校
。
各
校
定
員
は
２
８
０
名
で
あ
り
、
８
ク
ラ
ス
編
成
。
各
ク
ラ
ス
の
人
数
は

平
均
し
て
３
５
人
。
だ
が
、
Ｓ
ラ
ン
カ
ー
と
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
カ
ー
は
Ａ
組
に
属
す
た

め
人
数
は
均
等
と
は
限
ら
な
い
。

五
魔
法
・
・
・
・
火
、
水
、
風
、
雷
、
氷
の
五
つ
の
魔
法
。
こ
の
魔
法
を
使
用

フ
ィ
フ
ス
マ
ジ
ッ
ク

す
る
物
は
一
般
魔
法
よ
り
使
用
す
る
魔
法
師
が
少
な
い
。
五
つ
も
魔
法
に
も
そ

れ
ぞ
れ
レ
ベ
ル
が
あ
り
火
と
水
が
レ
ベ
ル
１
。
風
と
雷
が
、

レ
ベ
ル
２
。
氷
が
レ
ベ
ル
３
で
あ
る

一
般
魔
法
・
・
・
・
波
動
、
分
解
、
跳
躍
、
剣
技
、
浮
遊
、
射
標
、
物
質
移
動
、

ア
ベ
レ
ー
ト
マ
ジ
ッ
ク

術
子
変
換
、
遠
隔
の
９
種
類
あ
る
、
こ
れ
が
一
般
に
使
わ
れ
る
魔
法
で
あ
り
魔

導
校
の
生
徒
は
主
に
こ
の
９
種
類
使
わ
れ
て
い
る
。

一
つ
の
魔
法
に
レ
ベ
ル
が
あ
り
最
大
レ
ベ
ル
が
３

※
こ
の
ほ
か
に
も
魔
法
は
あ
る

魔
力
・
・
・
・
魔
法
師
が
魔
法
を
発
動
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
力
。
力
の
あ

り
方
に
は
個
人
差
が
あ
る
。

術
子
・
・
・
・
現
代
社
会
に
魔
法
が
存
在
す
る
今
、
術
子
の
存
在
は
原
子
以
上

エ
レ
メ
ン
ト

と
な
り
、
数
は
無
限
に
近
い
。
魔
法
師
は
魔
法
を
使
い
術
子
を
物
質
化
し
た
り

す
る
。
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Ｅ
Ｃ
Ｓ
（
Ｅ
ｌ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
Ｃ
ｏ
ｎ
ｖ
ｅ
ｒ
ｔ
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
）
・
・
・
・
日

本
語
訳
、
術
子
変
換
駆
動
機
。
一
人
一
台
は
必
要
な
物
。

術
子
を
転
送
し
使
用
者
あ
る
が
ま
ま
に
使
わ
れ
る
。

ハ
ン
タ
ー
・
・
・
・
正
式
名
称
、
校
則
違
反
者
捕
獲
委
員
会
。
校
則
違
反
者
を

取
り
締
ま
る
委
員
会
。

Ｅ
Ｃ
Ｓ
の
無
断
使
用
な
ど
校
則
に
反
す
る
も
の
を
捕
獲
す
る
仕
事
。
普
通
、
Ｅ

Ｃ
Ｓ
は
一
般
生
徒
に
は
使
用
許
可
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ハ
ン
タ
ー
は
特
権
を
得

る
。

数
字
保
持
者
・
・
・
・
有
能
な
魔
法
一
族
に
値
す
る
も
の
。
全
部
で
２
７
家
、

ナ
ン
バ
ー
ズ

５
年
に
一
度
同
じ
数
字
の
中
か
ら
更
に
有
能
な
家
系
、
レ
ベ
ル
ナ
ン
バ
ー
ズ
と

呼
称
さ
れ
る
。
し
か
し
九
頭
最
家
は
過
去
に
起
こ
し
た
事
件
が
き
っ
か
け
で
数

ウ
ン
ナ
ン
バ
ー
ズ

ダ

字
不
時
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

魔
法
喪
失
師
・
・
・
・
略
し
て
魔
失
師
。
魔
法
に
よ
る
人
体
事
故
な
ど
で
魔
法

ロ
ス
ト
マ
ジ
シ
ャ
ン

を
使
う
と

一
度
に
大
量
の
魔
力
が
消
耗
さ
れ
る
人
の
こ
と
。
こ
の
た
め
魔
法
師
に
な
る
事

を
諦
め
る
人
も
い
る
。

神
無
月
瀬
南
も
そ
の
一
人
。
人
数
は
希
少
数

階
級
・
・
・
・
魔
法
師
が
繰
り
出
す
魔
法
の
強
さ
、
ま
た
規
模
の
事
。
Ｅ
～
Ｓ

ラ
ン
ク

Ｓ
ま
で
７
階
級
あ
る

魔
導
校
で
は
階
級
の
上
げ
は
あ
る
が
下
げ
は
な
い

ラ
ン
ク

一
軍
、
二
軍
・
・
・
・
ク
ラ
ス
を
更
に
縮
小
し
生
徒
一
人
ひ
と
り
実
習
し
や
す

レ
ギ
ュ
ラ
ー

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

く
な
る
制
度
。
魔
法
に
よ
っ
て
決
ま
り
昇
格
降
格
制
度
が
あ
る
。

～
現
時
点
で
の
用
語
～
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第
一
話
、
入
学
式
当
日
の
朝
（
前
書
き
）

ｔ
ｓ
ｕ
ｋ
ａ
ｓ
ａ
で
す
。
一
部
の
作
品
と
被
る
（
大
い
に
被
る
可
能
性
）
が
あ

り
ま
す
が

読
ん
で
行
っ
て
下
さ
い
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第
一
話
、
入
学
式
当
日
の
朝

西
暦
２
０
６
０
年
、
現
代
社
会
で
は
魔
法
が
一
般
的
に
普
及
さ
れ
使
用
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
。

目
的
地
ま
で
の
移
動
手
段
、
重
た
い
荷
物
を
運
ぶ
時
の
運
搬
手
段
・
・
・
・
・
・

・
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。

今
じ
ゃ
一
般
に
使
わ
れ
る
事
に
な
っ
た
魔
法
も
学
校
で
教
わ
る
制
度
が
導
入
さ

れ
た
。

そ
の
学
校
－
国
家
機
関
付
属
魔
法
指
導
学
校
。
通
称
、
魔
導
校
。

一
流
の
魔
法
師
に
な
る
た
め
に
、
毎
年
多
く
の
人
数
が
こ
の
魔
導
校
に
受
験
す

る
人
が
い
る
。

試
験
と
は
い
っ
て
も
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
だ
け
で
は
な
い
。

実
技
試
験
だ
っ
て
当
然
の
こ
と
あ
る
。

そ
ん
な
多
く
の
生
徒
が
受
験
す
る
魔
導
校
は
生
徒
が
多
く
て
狭
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
っ
て
思
う
人
も
そ
う
少
な
く
は
な
い
。

魔
導
校
は
全
国
に
６
か
所
設
置
さ
れ
て
い
る
。

東
京
の
関
東
校
、
宮
城
の
東
北
校
、
名
古
屋
の
中
部
校
、
大
阪
の
近
畿
校
、
広

島
の
中
国
四
国
校
、
福
岡
の
九
州
校

各
校
、
定
員
は
２
８
０
名
、
毎
年
そ
の
倍
以
上
も
の
受
験
生
が
い
る
。

合
格
し
た
生
徒
に
は
合
否
結
果
と
同
時
に
一
つ
の
腕
章
が
配
ら
れ
る
。

そ
の
腕
章
は
魔
法
発
動
に
担
う
規
模
、
速
さ
、
判
断
力
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

の
成
績
を
基
に
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
、

階
級
。

ラ
ン
ク

階
級
は
Ｅ
～
Ｓ
Ｓ
ま
で
７
段
階
あ
り
、
ク
ラ
ス
編
成
も
こ
の
階
級
を
基
に
し
て

ラ
ン
ク

ラ
ン
ク

決
め
ら
れ
る
。

い
ま
や
階
級
も
社
会
的
面
で
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ラ
ン
ク

会
社
で
の
採
用
試
験
な
ど
で
も
こ
の
階
級
は
使
わ
れ
て
い
る
。

ラ
ン
ク

学
校
な
ど
で
は
、
授
業
で
使
う
物
が
一
部
階
級
に
よ
っ
て
限
ら
れ
る
が
、
先
生

ラ
ン
ク

が
生
徒
な
ど
の
対
応
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
階
級
を
問
わ
な
い
。

ラ
ン
ク
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こ
の
階
級
づ
け
、
た
と
え
兄
妹
だ
と
し
て
も
変
わ
り
は
な
い
。

ラ
ン
ク

魔
法
が
十
分
使
え
な
い
兄
で
も
、
階
級
は
変
わ
ら
な
い
。

ラ
ン
ク

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

四
月
と
言
う
の
は
基
本
、
出
会
い
の
季
節
だ
と
言
わ
れ
る
。

２
１
世
紀
半
ば
に
差
し
掛
か
っ
た
今
で
も
こ
の
考
え
は
続
い
て
い
る
。

東
京
都
内
に
そ
び
え
た
つ
ビ
ル
と
ビ
ル
の
間
に
一
軒
家
が
あ
る
。

そ
の
家
の
表
札
に
は
、
「
神
無
月
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

家
の
大
き
さ
は
普
通
の
一
軒
家
と
比
べ
て
や
や
で
か
く
、
か
な
り
の
大
家
族
か

？
と
思
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
こ
の
一
軒
家
に
住
ん
で
い
る
の
は
年
頃
の
男
女
二
人
だ
け
。

ち
ゃ
ん
と
血
の
繋
が
っ
た
兄
妹
で
あ
る
。

今
は
朝
、
そ
の
兄
弟
は
ま
だ
食
事
中
で
あ
っ
た
が
、
兄
の
方
は
既
に
食
べ
終
え

て
い
て
、
何
か
の
書
類
に
目
通
し
て
い
た
。

妹
は
真
新
し
制
服
を
ど
こ
ひ
と
つ
汚
す
こ
と
な
く
口
に
運
ん
で
い
る
。

「
ま
だ
時
間
は
あ
る
な
」

携
帯
端
末
で
時
間
を
確
認
し
た
兄
は
、
席
を
立
ち
食
器
を
片
づ
け
カ
ッ
プ
に
残

っ
て
い
た
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
始
め
た
。

「
お
兄
様
、
試
験
結
果
を
見
て
何
か
不
満
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
」

声
を
掛
け
た
の
は
妹
の
刹
那
。
喋
り
方
に
も
内
容
に
も
棘
が
あ
る
言
葉
は
さ
す

が
に
兄
で
あ
る
瀬
南
も
反
論
で
き
ず
肩
を
す
く
め
る
し
か
な
か
っ
た
。

「
あ
の
な
、
判
定
結
果
が
出
た
り
し
た
も
の
は
も
う
そ
こ
で
決
ま
り
だ
ぞ
？
」

「
そ
ん
な
こ
と
は
百
も
承
知
の
上
で
す
。
で
す
が
あ
れ
だ
け
の
点
数
で
階
級
が

ラ
ン
ク

Ｅ
と
い
う
の
は
試
験
管
の
目
が
腐
っ
て
い
る
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
！
！
」

な
ぜ
こ
ん
な
に
試
験
判
定
に
文
句
を
つ
け
て
い
る
の
か
と
言
う
と
、
書
類
か
ら

見
て
分
か
る
通
り
瀬
南
の
試
験
結
果
は
、
筆
記
テ
ス
ト
５
０
０
点
満
点
中
、
４

８
９
。
実
技
テ
ス
ト
２
５
０
点
満
点
中
、
２
３
６
。
と
言
う
文
句
な
し
の
結
果

に
な
っ
て
い
る
。
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当
然
な
ら
、
冒
頭
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
こ
の
結
果
だ
と
間
違
い
な
く
階
級
は
Ｓ

ラ
ン
ク

以
上
と
言
う
よ
う
に
な
る
が

見
て
の
通
り
瀬
南
の
階
級
は
Ｅ
で
あ
っ
た
。

ラ
ン
ク

「
確
か
に
お
前
も
こ
の
判
定
で
起
こ
る
の
は
無
理
も
な
い
だ
ろ
う
」

「
で
す
が
Ｅ
ラ
ン
ク
と
言
う
の
は
幾
ら
何
で
も
ひ
ど
す
ぎ
ま
す
！
！
」

「
刹
那
落
着
け
。
」

興
奮
し
て
い
る
刹
那
を
落
ち
着
か
せ
る
瀬
南
。
刹
那
は
瀬
南
の
言
葉
に
従
っ
た
。

「
そ
う
い
や
、
今
年
の
新
入
生
代
表
挨
拶
は
刹
那
だ
っ
た
よ
な
？
」

「
は
い
、
お
兄
様
が
一
位
で
は
な
か
っ
た
た
め
私
が
繰
り
上
げ
で
一
位
に
な
り

ま
し
た
」

そ
う
い
い
、
食
器
を
片
づ
け
洗
い
物
を
し
始
め
た
。

瀬
南
は
妹
の
仕
事
が
終
わ
る
ま
で
ゆ
っ
く
り
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
い
た
。

１
０
分
後

洗
い
物
を
し
終
え
、
着
替
え
を
既
に
済
ま
せ
た
刹
那
は
瀬
南
に
声
を
掛
け
た
。

「
お
兄
様
そ
ろ
そ
ろ
時
間
で
す
よ
」

「
わ
か
っ
た
」

刹
那
に
せ
か
さ
れ
急
い
で
玄
関
に
行
こ
う
と
す
る
瀬
南
。

「
お
っ
と
、
忘
れ
物
」

机
の
上
に
忘
れ
物
を
取
り
に
行
き
玄
関
に
行
き
靴
を
履
き
妹
と
共
に
家
を
出
た
。

Ｅ
と
記
さ
れ
た
腕
章
を
は
め
て
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

現
在
の
交
通
網
は
昔
と
変
わ
ら
な
い
。

自
動
車
は
も
ち
ろ
ん
、
自
転
車
、
バ
イ
ク
、
電
車
な
ど
変
わ
っ
た
も
の
一
つ
な

い
。

瀬
南
と
刹
那
は
入
学
式
の
今
日
は
電
車
を
使
っ
て
登
校
し
て
い
る
。

二
人
隣
り
合
わ
せ
に
座
り
、
駅
に
着
く
ま
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
過
ご
す
。

「
お
兄
様
。
」

不
意
に
刹
那
が
話
し
か
け
て
き
た
。
こ
う
し
た
公
共
の
施
設
に
い
る
場
合
あ
ま
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り
話
す
こ
と
は
な
い
が
刹
那
が
話
し
か
け
て
来
る
と
は
余
程
の
事
だ
ろ
う
。

「
な
ん
だ
？
」

「
お
兄
様
は
自
信
が
Ｅ
階
級
者
と
い
う
こ
と
に
何
か
劣
等
感
と
い
う
物
は
無
い

ラ
ン
カ
ー

ん
で
す
か
？
」

刹
那
ら
し
い
と
言
え
ば
刹
那
ら
し
い
質
問
だ
が
瀬
南
は
し
っ
か
り
と
具
体
的
に

応
答
し
た
。

「
刹
那
、
お
前
ま
だ
そ
ん
な
こ
と
を
根
に
持
っ
て
い
る
の
か
？
Ｅ
階
級
者
は
俺

ラ
ン
カ
ー

だ
け
じ
ゃ
な
い
。

俺
は
俺
。
刹
那
は
刹
那
だ
。
」

周
囲
に
あ
ま
り
目
立
つ
よ
う
な
大
き
な
声
を
出
さ
ず
に
言
っ
た
。

「
す
い
ま
せ
ん
。
言
葉
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

「
わ
か
れ
ば
い
い
よ
」

顔
を
俯
き
な
が
ら
謝
る
刹
那
に
瀬
南
は
優
し
く
髪
を
撫
で
た
。

列
車
が
止
ま
り
、
駅
に
着
い
た
よ
う
だ
。
瀬
南
た
ち
は
駅
を
出
て
魔
導
校
、
関

東
校
へ
と
向
か
っ
た
。

や
は
り
関
東
校
前
の
駅
だ
か
ら
な
の
か
列
車
の
中
に
も
ち
ょ
く
ち
ょ
く
同
じ
制

服
の
人
が
い
た
が
ま
さ
か
こ
ん
な
に
い
る
と
は
瀬
南
は
想
像
し
て
い
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。

す
る
と
瀬
南
は
周
囲
か
ら
の
視
線
に
気
づ
い
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
妙
だ
な
」

「
お
兄
様
？
」

歩
く
の
を
や
め
周
り
を
見
る
と
、
関
東
校
の
人
が
刹
那
と
瀬
南
に
視
線
を
向
け

て
い
た
。
ど
う
や
ら
二
人
を
恋
人
と
勘
違
い
し
て
い
る
人
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

入
学
式
早
々
か
ら
厄
介
ご
と
に
な
り
そ
う
だ
。
と
瀬
南
は
し
み
じ
み
思
っ
た
。
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第
二
話
、
入
学
式
（
前
書
き
）

ど
う
も
、
ｔ
ｓ
ｕ
ｋ
ａ
ｓ
ａ
で
す
。

他
の
作
品
と
被
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
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第
二
話
、
入
学
式

入
学
式
の
生
徒
受
付
は
昔
と
変
わ
ら
ず
校
門
付
近
で
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
変
わ
っ
た
の
は
一
つ
。

生
徒
は
合
否
判
定
書
と
同
様
に
送
ら
れ
て
き
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
専
用
端
末
に
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
入
学
式
に
臨
む
。
と
言
う
の
が
今
の
コ
ン
セ
プ
ト
。

刹
那
は
挨
拶
が
あ
る
た
め
途
中
で
瀬
南
と
別
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

別
れ
際
、
「
私
の
勇
姿
を
見
て
く
だ
さ
い
」
と
念
を
押
さ
れ
た
が
無
論
、
瀬
南

は
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
ず
と
も
刹
那
が
こ
う
い
う
大
舞
台
で
活
躍
す
る
機
会

は
全
て
記
憶
に
残
し
て
い
る
。

本
人
が
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
。

そ
ん
な
妹
が
本
番
前
に
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
て
い
る
間
適
当
に
ぶ
ら
つ
い
て
い
よ

う
か
と
い
う
考
え
は
本
人
も
わ
か
っ
て
い
た
が
、
他
に
す
る
事
が
無
い
の
は
確

か
。

だ
か
ら
と
言
っ
て
Ｅ
階
級
者
が
そ
こ
ら
辺
を
ほ
っ
つ
き
歩
い
て
い
る
か
ど
う
か

ラ
ン
カ
ー

と
周
り
は
そ
う
思
う
だ
ろ
う
。
し
か
も
新
入
生
が
。

教
室
に
足
を
踏
み
入
れ
る
の
も
彼
と
し
て
気
が
進
ま
な
か
っ
た
。

挙
句
の
果
て
瀬
南
は
、
ど
こ
か
座
れ
る
場
所
は
な
い
か
探
し
に
行
っ
た
。

受
付
場
所
か
ら
離
れ
た
中
庭
へ
行
き
ベ
ン
チ
に
腰
を
下
ろ
し
た
。

端
末
を
開
き
、
入
学
式
の
予
定
を
確
認
す
る
。
式
開
始
ま
で
１
５
分
ほ
ど
時
間

は
あ
っ
た
。
中
途
半
端
に
時
間
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
の
で
早
め
に
会
場
で
あ

る
第
一
体
育
館
に
移
動
し
た
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－

中
に
入
る
と
か
な
り
の
人
数
・
・
・
が
い
る
の
は
確
か
、
新
入
生
は
２
８
０
名

こ
れ
だ
け
の
人
数
が
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

瀬
南
は
自
分
の
ク
ラ
ス
で
あ
る
Ｅ
組
の
席
、
最
後
列
の
席
へ
と
向
か
っ
た
。

ち
な
み
に
ク
ラ
ス
編
成
の
基
準
は
、
階
級
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｓ
、
Ｓ
、

ラ
ン
ク

Ａ
、
は
Ａ
組
。
Ｂ
は
Ｂ
組
。
Ｃ
は
Ｃ
組
。
Ｄ
は
Ｄ
組
。
Ｅ
は
Ｅ
組
。
と
い
う
感
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じ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

話
を
も
ど
そ
う
。

瀬
南
は
適
当
に
空
い
て
い
る
席
へ
と
座
っ
た
。
し
か
し
座
っ
た
場
所
は
場
所
で

狭
か
っ
た
。

体
育
館
は
そ
れ
ほ
ど
狭
く
は
な
い
、
む
し
ろ
大
き
い
方
だ
。

な
の
に
こ
ん
な
に
一
つ
一
つ
席
の
感
覚
が
小
さ
い
の
か
瀬
南
に
も
わ
か
ら
な
い
。

だ
か
ら
隣
の
人
と
肘
が
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
と
い
う
ケ
ー
ス
は
よ
く
あ
る
事

「
あ
、
す
い
ま
せ
ん
」

言
っ
て
る
そ
ば
か
ら
。
相
手
は
女
子
だ
っ
た
。

「
悪
い
」

素
っ
気
な
い
返
事
で
終
わ
り
両
者
式
が
始
ま
る
の
を
待
つ
。
し
か
し
先
程
の
女

子
が
話
し
か
け
て
き
た
。

「
ね
ぇ
、
君
な
ん
て
言
う
名
前
？
」

馴
れ
馴
れ
し
く
聞
く
彼
女
。
時
代
劇
な
ら
、
「
人
に
名
を
尋
ね
る
と
き
は
お
主

か
ら
名
乗
れ
」
と
言
う
だ
ろ
う
が
瀬
南
は
そ
ん
な
こ
と
は
気
に
し
な
い
。

「
神
無
月
瀬
南
。
名
前
で
も
苗
字
で
も
好
き
な
よ
う
に
呼
ん
で
く
れ
」

「
私
は
南
方
凛
。
使
用
魔
術
は
剣
技
。
瀬
南
君
は
？
」

メ
イ
ン
マ
ジ
ッ
ク

い
き
な
り
の
名
前
で
呼
ぶ
凛
。
だ
が
名
前
で
も
苗
字
で
も
好
き
な
よ
う
に
呼
べ

と
言
っ
た
の
は
彼
か
ら
で
あ
る
為
そ
ん
な
こ
と
は
気
に
し
な
い
。

「
使
用
魔
術
は
波
動
」

メ
イ
ン
マ
ジ
ッ
ク

端
的
に
答
え
る
瀬
南
。
す
る
と
入
学
式
開
始
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
。

指
示
に
従
い
静
か
に
す
る
二
人
。

瀬
南
は
式
の
最
中
、
祝
辞
や
ら
長
々
し
い
言
葉
は
記
憶
に
入
れ
ず
耳
だ
け
で
聞

き
、
刹
那
の
挨
拶
は
記
憶
に
残
す
よ
う
に
ち
ゃ
ん
と
聞
い
た
。

し
か
し
刹
那
の
あ
い
さ
つ
に
見
と
れ
る
男
子
生
徒
、
さ
ら
に
同
じ
苗
字
な
の
か
、

は
た
ま
た
綺
麗
さ
に
見
と
れ
た
凛
の
表
情
に
瀬
南
は
や
れ
や
れ
と
た
め
息
を
つ

く
し
か
な
か
っ
た
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

入
学
式
が
終
わ
り
瀬
南
は
自
分
の
教
室
へ
と
向
か
っ
た
。
入
学
式
の
日
は
大
抵
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授
業
が
な
い
が
明
日
の
予
定
な
ど
を
端
末
に
入
れ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

た
め
で
あ
る
。

現
代
の
高
校
に
は
担
任
制
度
が
あ
る
と
言
え
ば
あ
る
が
、
授
業
に
顔
を
見
せ
た

り
し
な
い
。

殆
ど
生
徒
た
ち
だ
け
の
実
習
で
あ
る
。

自
分
の
席
に
着
き
、
端
末
を
机
の
側
面
に
セ
ッ
ト
し
デ
ー
タ
を
送
り
込
ん
だ
。

す
る
と
目
の
前
に
不
思
議
そ
う
に
見
て
い
る
男
子
生
徒
が
い
た
。

「
ど
う
か
し
か
た
か
？
」

一
応
聞
い
て
み
る
瀬
南
。
す
る
と
我
に
返
っ
た
よ
う
に
男
子
生
徒
は
ぴ
く
っ
と

動
い
た
。

「
あ
あ
、
わ
り
ぃ
。
迷
惑
だ
っ
た
か
？
」

「
い
や
、
別
に
迷
惑
だ
と
思
っ
て
い
な
い
」

「
そ
う
か
・
・
・
・
・
お
っ
と
、
俺
の
名
前
は
道
生
慎
哉
。
魔
法
は
浮
遊
を
得

意
と
し
て
る
ぜ
」

気
軽
に
挨
拶
を
し
て
く
る
慎
哉
。
瀬
南
は
こ
う
い
う
気
軽
に
話
し
か
け
て
来
る

人
は
嫌
い
で
は
な
い
。

「
神
無
月
瀬
南
。
使
用
魔
術
は
波
動
だ
」

メ
イ
ン
マ
ジ
ッ
ク

神
無
月
、
と
言
う
言
葉
に
慎
哉
の
眉
毛
が
ぴ
く
っ
と
動
い
た
。
や
は
り
た
い
て

い
の
人
は
瀬
南
が
自
己
紹
介
す
る
時
フ
ル
ネ
ー
ム
で
言
う
と
『
神
無
月
』
と
言

う
苗
字
に
何
か
引
っ
掛
か
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
事
は
瀬
南
は
も
ち
ろ
ん
妹
の
刹

那
も
経
験
済
み
で
あ
る
。

「
神
無
月
っ
て
・
・
・
・
・
や
っ
ぱ
、
今
日
新
入
生
代
表
挨
拶
し
た
神
無
月
刹

那
と
関
係
あ
る
の
か
？
」

「
ま
ぁ
、
兄
妹
っ
て
い
う
と
こ
ろ
だ
な
普
通
に
言
え
ば
」

「
へ
ぇ
～
～
～
～
～
、
大
変
な
ん
だ
な
」

心
配
し
て
く
れ
て
る
の
か
、
そ
れ
と
も
彼
は
天
然
な
の
か
瀬
南
は
知
る
余
地
も

な
か
っ
た
。

だ
が
、
瀬
南
は
い
つ
も
と
は
違
う
違
和
感
を
抱
い
た
。
そ
れ
は
初
対
面
の
人
に

自
己
紹
介
を
す
る
と
殆
ど
の
人
は
「
あ
の
神
無
月
刹
那
の
兄
？
」
と
目
を
丸
く

す
る
人
が
多
か
っ
た
。
が
、
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慎
哉
は
違
か
っ
た
。
彼
は
「
あ
の
神
無
月
刹
那
の
兄
？
」
と
い
う
事
は
一
切
言

っ
て
い
な
か
っ
た
。

ま
あ
人
誰
も
が
同
じ
こ
と
言
う
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
の
は
瀬
南
も
知
っ
て
い
る

「
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
な
」

差
し
出
し
た
右
手
に
瀬
南
は
が
っ
ち
り
と
握
手
を
し
た
。
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第
三
話
、
夕
食

「
遅
く
な
り
ま
し
た
」

「
大
丈
夫
。
一
時
間
と
い
っ
た
長
い
時
間
待
っ
て
な
い
か
ら
」

「
そ
う
で
す
か
」

時
は
放
課
後
、
瀬
南
は
刹
那
と
一
緒
に
帰
る
た
め
中
庭
で
待
っ
て
い
た
。
瀬
南

の
軽
い
冗
談
に
微
笑
み
を
浮
か
べ
た
刹
那
は
毎
日
兄
の
瀬
南
と
一
緒
に
家
に
帰

る
の
が
一
日
の
何
よ
り
の
楽
し
み
だ
っ
た
。

会
話
を
聞
い
て
い
る
と
ま
る
で
カ
ッ
プ
ル
じ
ゃ
な
い
か
と
疑
う
気
持
ち
が
あ
る

が
、
人
は
見
た
目
で
判
断
し
て
は
い
け
な
い
。

そ
れ
で
も
妹
と
一
緒
に
帰
る
高
校
生
の
兄
な
ど
そ
う
は
い
な
い
が
こ
れ
が
二
人

の
習
慣
で
あ
る
。

「
今
日
挨
拶
よ
か
っ
た
な
」

「
い
え
、
自
分
は
書
い
て
あ
る
事
は
た
だ
読
ん
だ
だ
け
で
、
お
兄
様
に
褒
め
ら

れ
る
よ
う
な
挨
拶
は
・
・
・
・
」

「
い
や
、
そ
ん
な
謙
遜
さ
れ
て
も
」

苦
笑
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
瀬
南
。
二
人
は
中
庭
を
出
よ
う
と
す
る
と
横
か
ら

一
人
の
少
女
が
現
れ
た
。

ま
ぎ
れ
も
な
く
瀬
南
が
入
学
式
に
出
会
っ
た
少
女
－
南
方
凛
で
あ
っ
た
。

「
あ
、
神
無
月
君
」

苗
字
で
呼
ば
れ
る
と
二
人
と
も
反
応
し
て
し
ま
う
が
、
刹
那
は
あ
っ
た
こ
と
が

な
い
た
め
瀬
南
だ
け
が
反
応
し
た
。

し
か
し
瀬
南
も
名
前
を
思
い
出
す
の
に
０
．
０
５
秒
の
時
間
が
必
要
だ
っ
た
。

「
え
ー
っ
と
、
確
か
南
方
凛
さ
ん
・
・
・
・
だ
よ
ね
？
」

「
え
え
、
で
、
そ
ち
ら
が
妹
の
刹
那
さ
ん
？
」

凛
は
刹
那
に
目
を
向
け
た
。
刹
那
は
大
抵
瀬
南
に
絡
ん
で
く
る
女
に
は
冷
た
い

目
を
向
け
る
が
（
瀬
南
が
モ
テ
る
訳
じ
ゃ
な
い
）
今
回
は
い
つ
も
と
同
じ
目
だ

っ
た
事
に
瀬
南
は
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。

「
は
い
、
神
無
月
刹
那
と
お
申
し
ま
す
」
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深
々
と
お
辞
儀
を
す
る
刹
那
。
そ
の
作
法
は
凛
に
は
真
似
で
き
な
い
ほ
ど
だ
っ

た
。

「
瀬
南
に
刹
那
か
・
・
・
・
・
・
・
ね
え
、
私
の
事
は
凛
っ
て
呼
ん
で
い
い
わ

よ
」

「
分
か
っ
た
わ
。
そ
ち
ら
も
私
の
事
は
刹
那
で
い
い
わ
」

瀬
南
の
呼
び
方
に
対
し
て
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
刹
那
。
危
な
い
オ
ー
ラ
を
放

っ
て
る
と
瀬
南
は
微
妙
に
感
じ
た
。

長
年
の
勘
か
・
・
・
・
・
そ
う
自
分
を
疑
い
た
か
っ
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
私
は
こ
れ
で
。
じ
ゃ
あ
ね
」

手
を
振
り
一
足
先
に
中
庭
を
出
た
凛
。

「
俺
達
も
帰
る
か
」

「
は
い
」

二
人
は
肩
を
並
べ
て
家
路
へ
と
辿
っ
て
行
っ
た
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

家
に
着
き
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
で
部
屋
着
へ
と
着
替
え
た
。

一
足
早
く
下
に
降
り
て
ソ
フ
ァ
ー
に
座
り
、
刹
那
が
下
り
て
く
る
の
を
待
っ
た
。

そ
の
間
、
端
末
の
ホ
ー
ル
ド
を
解
除
し
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
書
籍
を
読
み
ふ
け

た
。

数
分
後
、
刹
那
が
部
屋
に
入
り
瀬
南
は
端
末
を
閉
じ
た
。

「
お
兄
様
、
そ
ろ
そ
ろ
夕
食
の
用
意
を
し
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
か
？
」

「
も
う
そ
ん
な
時
間
か
。
そ
う
だ
な
、
頼
む
ぞ
」

兄
か
ら
の
確
認
を
と
り
台
所
に
足
を
踏
み
入
れ
る
刹
那
。
現
在
の
社
会
で
は
食

器
を
自
動
的
に
機
械
や
魔
法
、
料
理
を
自
動
的
に
作
る
機
械
な
ど
普
及
さ
れ
て

い
る
が
そ
れ
は
全
員
と
は
限
ら
な
い
。

自
ら
の
手
で
料
理
を
作
っ
た
り
、
皿
を
洗
っ
た
り
す
る
人
も
い
る
。

刹
那
は
後
者
で
あ
る
。

瀬
南
の
希
望
で
刹
那
自
ら
が
手
が
け
た
料
理
を
食
べ
る
の
は
瀬
南
の
何
よ
り
の

楽
し
み
で
も
あ
り
ま
い
刹
那
の
癒
し
の
一
つ
で
あ
る
。
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言
う
ま
で
も
な
い
が
こ
れ
は
ず
っ
と
続
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

瀬
南
は
毎
日
刹
那
の
作
っ
た
料
理
に
必
ず
付
け
る
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
は
・
・
・

・
・

「
文
句
な
し
」

た
か
が
こ
れ
だ
け
か
と
思
う
が
刹
那
に
と
っ
て
喜
び
の
一
種
で
あ
っ
た
。
高
級

レ
ス
と
た
ん
に
で
も
出
せ
ば
好
評
の
嵐
が
来
る
の
は
間
違
い
で
は
な
い
。

そ
ん
な
こ
と
を
言
い
つ
つ
も
刹
那
は
満
面
の
笑
み
で
瀬
南
が
食
べ
た
お
皿
を
洗

い
始
め
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

魔導校の革命　～交差する想い～
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